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4. 論文の訂正:査読審査の結果，原稿の訂正を求められた場合は， 40日以内に，訂正された原稿に訂正点を
明示した手紙をつけて，前記泌尿器科紀要刊行会宛て送付すること，なお， Editorの責任において一部字句
の訂正をすることがある.
5. 校正:校正は著者による責任校正とする.著者複数の場合は校正責任者を投稿時指定する.
6. 掲載・論文の掲載は採用順を原則とする.迅速掲載を希望するときは投稿時にその旨申し出ること.
(1)掲載料は l頁につき和文は5，500円，英文は6，500円，超過頁は l頁につき7，000円，写真の製版代，凸
版， トレース代，別冊，送料などは別に実費を申し受ける.
(2) 迅速掲載には迅速掲載料を要する.5頁以内は30，000円， 6頁以上は l頁毎に10，000円を加算した額を
申し受ける.
(3) 薬剤の効果，測定試薬の成績，治療機器の使用などに関する治験論文および、学会抄録については，掲載料
を別途に申し受ける.
7. 別冊・実費負担とし，著者校正時に部数を指定する.
Information for Authors Submitting Papers in English 
1. Manuscripts， tab1es and figures must be submitted in three copies. Manuscripts should be typed 
doub1e帽spacedwith wide margins on 8.5 by 1 inch paper. The text ofall regu1ar manuscripts should 
not exceed 12 typewritten pages， and that of a case report 6 pages. The abstract should not exceed 
250 words and should contain no abbreviations. 
2. The first page should contain the title， ful names and affiliations ofthe authors， key words (no more 
than 5 words)， and a running title consisting of the first author and two words. 
e.g.: Yamada， etal.: Prostatic cancer. PSAP 
3. The list ofreferences should include only those publications which are cited in the text. References 
should not exceed 30 readily available citations. Reference should be in the form of superscript 
numerals and should not be arranged alphabetically. 
4. The title， the names and affiliations of the authors， the director's name， and an abstract should be 
provided in J apanese. 
5. For further details， refer to a recent journal. 
編集後記
ついにイラク戦争が始まってしまった.砲撃やミサイル着弾の様子など，戦争の模様が連日ライブで放映され
ているが，なにか別の世界で起こっている出来事のようにも思える.一昨年のテロ事件のときも航空機がピルに
突入する瞬間をテレどで見ていたが，何千という人命があの瞬間に失われたという実感はわいてこなかった.実
際の現場に満ちあふれる，様々な音，におい，空気の振動が無い世界を通してでは，理解はできても本質が実感
できないのかもしれない.
12年前，湾岸戦争勃発によって私自身米国への留学の機会を失ったことが思い出される.戦争は思いもかけな
い形で多くの人の運命すら変えてしまう.実際に戦争に巻き込まれている国や人だけの問題ではあり得ないので
ある.北朝鮮の状況も含め今後の国際情勢の行方が心配されるが，我々ひとりひとりが当事者として戦争という
ものをいかに実感するかが大切であるように思う.
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